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第8節 地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項

地域脱炭素化促進事業について

●国は、地域の合意形成を図りながら、地域の脱炭素化を進めるため、地球温暖化対策の

推進に関する法律を一部改正し、地域の環境保全や課題解決に貢献する再生可能エネ

ルギーを活用した地域脱炭素化促進事業を市町村が認定する仕組みを創設しました。

●この仕組みは、市町村が、地方公共団体実行計画（区域施策編）を策定する際、地域脱炭

素化促進事業の対象となる区域（以下「促進区域」といいます。）等を定めるよう努める

ものとされています。

●促進区域の設定にあたっては、環境省令及び都道府県の基準に基づき定めていくこと

とされています。

●2022年4月に選定された「脱炭素先行地域」の取組は、地域脱炭素化促進事業に資す

るものであり、地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項として定めることが可能と考

えられます。

●一方で、計画作成時点では静岡県の基準が定められていないため、促進区域の設定は、

静岡県と調整を図りながら、基準が策定され次第別冊で定めることとします。

設定の考え方

想定する地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項

地域に有益な再生可能エネルギー
10,000kW以上の導入

目　標

脱炭素先行地域
（清水駅東口・日の出・恩田原・片山）

対象として想定する区域

太陽光発電設備

対象となる施設

太陽光発電や蓄電池、ＥＭＳを活用した
地域マイクログリッドの形成

地域脱炭素化のための取組

静岡市環境基本計画における
環境配慮指針を遵守

環境保全のための取組

再生可能エネルギーから生じる電力と環境価
値の地産地消。区域内の賑わい創出、レジリ
エンスといった取組との相乗効果

持続発展の取組
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第2節 計画の進行管理

　この計画に基づく各種施策を着実かつ効果的な推進を図るため、Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評

価）、Ａｃｔｉｏｎ（見直し）のＰＤＣＡサイクルを基本とした進行管理を行います。

2-1　PDCAサイクル

　施策の進捗状況は、取組方針で定めた達成指標を用いて確認します。

　「市域内」や「市役所が実施する事業」から排出される温室効果ガス排出量についても毎年算定を行い、

計画の進行管理を行います。

　進捗状況は、ホームページ等を活用しながら、市民や事業者の皆さんに対しても情報を公開していきます。

2-2　進捗状況の公表

Plan

Action

(計画)

Check
(評価)

Do
(実行)(見直し)

●取組の見直し

●事業化、

　予算措置など

●計画の策定、見直し

●年次報告書

●市民、事業者、

　市の行動・協働

●促進施策の実施

●各施策の数値目標による

　進捗管理

第1節 計画の推進体制

地域内推進体制・庁内推進体制

●この計画は、市民、事業者、行政がそれぞれの役割分担のもと、相互に連携し、対策に取

り組んでいきます。

●計画の取組状況の確認にあたっては、市民、市民活動団体、事業者、各行政機関によって

構成した「静岡市環境審議会」が行います。

●また、幅広い方々と連携し、ご意見等をいただきながら取組を進めるため、市内経済界、

市民活動団体、学識経験者などにより構成した「脱炭素社会に向けた官民連携会議」や

静岡県が指定する「静岡県地球温暖化防止活動推進センター」にも情報提供などを行

い、静岡市内の関係者が一丸となって取り組んでいきます。

●庁内推進体制については、環境施策全般について幅広く議論を行う「静岡市環境政策連

携統括会議」において取組状況の確認を行っていきます。

●全県での普及啓発
●本市での普及啓発
●県民、事業者の相談窓口

など

脱炭素社会に向けた官民連携会議

情報発信
施策実施

市民・事業者

意識の向上
行動変容 静岡市静岡県地球温暖化防止

活動推進センター

連
携
・
協
力

情
報
提
供

取
組
協
力

情報提供
連携した施策の実施

取組状況の報告

取組状況の評価静岡市環境審議会

静岡市環境政策連携統括会議
【事務局：環境創造課】

関 係 各 課

【推進体制イメージ】
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